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県指定 水軒防波堤

寛永年間建立、
宝永5年(1708)～
正徳5年(1715)に
石造堤に修築

和歌山市西浜 宝永地震

藤本清二郎｢江戸期、城下
近郊海浜部の防災堤防｣｣
(『和歌山大学紀州経済史
文化史研究所紀要』26，

南海道地震津波浸水水位
平成3年(1991)2
月

海南市名高
海南駅前広場
内

昭和南海地震
『ニュース和歌山』2012年1
月1日付

県指定 大地震津波心得の記碑 安政3年（1856） 湯浅町湯浅
深専寺山門入
り口の左側

安政南海地震
『湯浅町誌』『和歌山県文化
財ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ下』p42、新版

感恩碑
昭和8年(1933)12
月

広川町広 広村堤防内 安政南海地震

梧陵浜口君碑 明治25年(1892) 広川町上中野
広八幡神社境
内

安政南海地震

国指定
史跡

広村堤防
安政5年(1858)12
月

広川町広 安政南海地震
『和歌山県文化財ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ
下』

津浪之記事碑 文久2年（1862） 美浜町浜ノ瀬
美浜町公民館
浜ノ瀬分館表

安政南海地震 『美浜町史』史料編p188

防潮堤？ 美浜町田井
美浜町若もの
広場西側に広
がる防潮林内

波除堤 御坊市名屋町 宝永地震
『1707 宝永地震報告書』
p113

高波溺死霊魂之墓 享保4年（1719） 印南町印南 印定寺 宝永地震
『1707 宝永地震報告書』
p119

防波堤跡 みなべ町埴田 鹿島神社の南 宝永地震
『南部町史』通史編第三巻
p1118

南海道地震津波潮位標識
平成17年(2005)
4月

田辺市芳養
国道42号沿い
(大神社の向
かい)

昭和南海地震

防潮堤 田辺市新庄町
旧国道42号道
路沿い(山側)

昭和南海地震

安政津浪の碑 昭和47年(1972)春田辺市新庄町
橋谷天満宮の
階段脇

安政南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

安政津浪の碑 昭和47年(1972)春田辺市新庄町
北原河内神社
境内

安政南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

宝永津波の碑 平成24年(2012)春田辺市新庄町
名喜里大潟神
社の階段脇

宝永地震

安政津浪の碑 昭和47年(1972)春田辺市新庄町
名喜里大潟神
社の階段脇

安政南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

安政津浪の碑 田辺市新庄町
山祇神社の階
段脇

安政南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

南海道大地震津波潮位標 田辺市新庄町
山祇神社の階
段脇

昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

南海道大地震津浪潮位標 田辺市新庄町 新庄駅前 昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

南海道大地震津浪潮位標 田辺市新庄町
JA紀南新庄
支所近く

昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

南海道大地震津浪潮位標 田辺市新庄町
跡之浦児童公
園の敷地内

昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

安政津浪の碑 昭和47年(1972)春田辺市新庄町
跡の浦稲田神
社の階段脇

安政南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

宝永の津波潮位(推定) 平成10年(1998) 田辺市新庄町
東光寺すぐ近
くの高架の橋
桁

宝永地震

津浪之碑 田辺市新庄町 東光寺敷地内 昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

南海大地震津浪遭難者供
養像

田辺市新庄町 東光寺敷地内 昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

安政･昭和南海地震の
津浪潮位標

安政4年（1857） 田辺市新庄町
内之浦干拓親
水公園内山衹
神社内

安政地震･
昭和南海地震

『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』
p116

南海道大地震津浪潮位標 田辺市新庄町
内之浦公民館
敷地内

昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

南海道大地震津浪潮位標 田辺市新庄町
北長町内会館
の近く

昭和南海地震
『復刻 昭和の津浪 付昭和
の津浪余録・チリー　津波』

岩城惣八夫妻の墓
明治26年(1893)8
月17日

白浜町
綱不知の共同
墓地の一角

宝永地震・安政地
震・昭和南海地震

『紀伊民報』1995年2月7日
付

南無阿弥陀仏 大津浪犠
牲者供養塔

昭和36年(1961)
5月24日

白浜町
綱不知地蔵堂
境内

昭和南海地震、昭
和チリ沖地震

『白浜町誌』本編下１-p455～

昭和二十一年十二月二十
一日発生 南海道地震に
よる津波の潮位

平成8年(1996)12
月

白浜町 綱不知公園内 昭和南海地震

昭和二十一年十二月二十
一日発生 南海道地震に
よる津波の潮位

平成8年(1996)12
月

白浜町細野

細野会館〔白
浜町中央公民
館堅田分館〕
正面の脇

昭和南海地震

昭和二十一年十二月二十
一日発生 南海道地震に
よる津波の潮位

平成8年(1996)12
月

白浜町才野
才野会館正面
の脇

昭和南海地震

昭和二十一年十二月二十
一日発生 南海道地震に
よる津波の潮位

平成8年(1996)12
月

白浜町富田
国道42号沿
い、交番･消防
倉庫の横

昭和南海地震

地震・津波
石に刻まれた災害の記憶　災害記念碑一覧
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昭和二十一年十二月二十
一日発生 南海道地震に
よる津波の潮位

平成8年(1996)12
月

白浜町堅田
立ケ谷会館敷
地内

昭和南海地震

正念元心居士(谷三郎左
衛門の墓碑)

享保4年（1719）
正月5日

すさみ町周参見 国道42号脇 宝永地震 『すさみ町誌』下-p725

防波堤 すさみ町周参見 国道42号付近 宝永地震

故志士谷三郎左衛門氏記
念碑

昭和2年（1927）
7月建立、
昭和40年（1965）
7月移転

すさみ町周参見 国道42号脇 宝永地震 『すさみ町誌』下-p724

津浪乃碑 すさみ町周参見 萬福寺境内 昭和南海地震
『すさみ町誌』下-p728/特
別展図録『災害と文化財』

　 宝篋印塔
享保8年（1723）
10月4日

すさみ町周参見 萬福寺墓地 宝永地震
『日置川災害史』p654、『す
さみ町誌』上巻p635

「為後鍳」碑
安政4年（1857）
正月

すさみ町周参見
周参見王子神
社裏山の大日
山の頂上

安政南海地震
『すさみ町誌』下-p735/特
別展図録『災害と文化財』

昭和南海地震津波到達標
柱跡

串本町橋杭
JRきのくに線
ガード下

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町大水崎
サンナンタンラ
ンド大水崎踏
切前町道

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町矢の熊 土木所長官舎 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町堀
元警察官舎町
所有地

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町南 町道電柱横 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町袋
袋バス停前串
本財産区所有
地

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱跡

串本町袋 石切地蔵前 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町二色
にしき園踏切
入口

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町二色
二色町営住宅
入口

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町高富
釜郷原防火水
槽付近

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町有田
大山入口、JR
きのくに線有
田駅下がり

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町田並
円光寺石垣附
近

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町江田 告示板横 昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町田子
田子区民会館
敷地内

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町安指
安指区民館玄
関前

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町和深
和深公民館玄
関前

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町大島
個人所有の駐
車場

昭和南海地震

昭和南海地震津波到達標
柱

串本町大島
大島漁協上町
道

昭和南海地震

吉村宮一組合長「記念碑」 串本町西区
須賀浦集会所
西側

昭和南海地震

大津波記念之碑
昭和25年(1950)3
月

那智勝浦町天満
天満神社境内
の鳥居の横

昭和東南海地震 特別展図録『災害と文化財』

 「記念」碑 田辺市本宮町湯ノ峰
公衆浴場の隣
にある、東光
寺の正面

安政地震、明治22
年水害、明治36年
大火事

*更新した情報は青字にしています。赤字は、未確認のものです。


